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区政報告
ニュース

今
回
の
区
議
会
は
、
安
倍
内
閣

の
消
費
税
増
税
な
ど
に
よ
る
「
増

税
不
況
」
、
加
え
て
年
金
削
減
な

ど
社
会
保
障
引
き
下
げ
か
ら
区
民

の
暮
ら
し
と
営
業
を
ど
う
守
っ
て

い
く
か
が
最
大
の
課
題
で
す
。
特

に
、
区
民
の
暮
ら
し
の
実
態
は
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
ま
す
（
左
上
表
参
照
）
。

横
山
区
議
は
、
震
災
対
策
と
し

て
防
災
と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ

く
り
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

補
助
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
求
め
ま
す
。

ま
た
増
加
す
る
子
ど
も
の
貧
困
へ

の
対
策
は
、
横
山
区
議
が
議
会
で

初
め
て
取
り
上
げ
、
区
と
し
て
の

対
応
を
求
め
て
き
た
課
題
で
す
。

今
回
は
、
18
歳
未
満
を
対
象
に
区

内
の
子
ど
も
の
貧
困
実
態
把
握
、

教
育
費
の
負
担
を
軽
減
、
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
具
体
的
に

求
め
ま
す
。
産
業
対
策
で
は
、
全

事
業
諸
調
査
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
な
ど
仕
事
興
し
を
求
め
ま
す
。

い
ず
れ
も
区
民
の
み
な
さ
ん
の

声
、
区
内
の
実
態
に
即
し
た
質
問

を
行
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

い
ま
、
私
の
住
む
地
域
の
一
角
で
、

古
く
か
ら
操
業
し
て
い
た
町
工
場
が
廃

業
、
解
体
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

既
に
す
っ
か
り
建
物
は
除
去
さ
れ
て
、

後
は
、
整
地
す
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
区
内
か
ら
製
造
業
を
は
じ
め
次
々

と
事
業
所
が
減
っ
て
い
る
の
は
寂
し
い

限
り
で
す
。
こ
れ
で
ど
う
や
っ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
を
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。
お
り
し
も
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
が
成
立
。
成
長
だ
け
で

な
く
維
持
発
展
の
重
要
さ
が
や
っ
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
問
題
は
、
具
体

化
で
す
。
「
仏
つ
く
っ
て
魂
入
れ
ず
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
工
場
な

ど
の
ま
と
ま
っ
た
跡
地
は
、
往
々
に

し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
や
建
売
住
宅
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
気
に
な
る
こ
と
が
…
。
特
に
建
売

住
宅
の
場
合
、
震
災
対
策
面
で
の
配

慮
が
な
く
「
利
益
最
優
先
」
に
な
っ

て
い
な
い
か
心
配
で
す
。
私
の
家
の

「
出
口
」
に
あ
る
敷
地
も
目
一
杯
建
て

る
と
背
中
合
わ
せ
の
住
宅
は
、
全
て
塞

が
れ
ま
す
。
新
た
な
開
発
行
為
で
は
、

や
は
り
建
物
の
間
隔
や
避
難
路
の
確
保

な
ど
も
考
慮
す
べ
き
と
思
う
の
で
す
が
。

横
山
幸
次

横山幸次区議のホームペー

ジ・ブログ・ツイッター

をご覧下さい。横山幸次

で検索して下さい。

裏面 横山区議の質問要綱、

学童クラブ申し込み…など

３月２日(月)
午後６時～８時

横山区議事務所

弁護士と横山区議が相談をお受けし

ます。秘密は厳守します。お急ぎの場

合は、北千住法律事務所の相談日など

ご紹介します。

生活相談は、随時受け付けています。

TEL&FAX ３８９５－０５０４
不在時は、留守電へ、後で連絡します。

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆
横
山
幸
次
区
議
が
質
問

を
行
い
ま
す
…
日
時
は
、

２
月
17
日
午
後
１
時
く
ら

い
か
ら
で
す
。

☆
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

傍
聴
は
、
区
役
所
の
５
階
に
あ

る
議
会
事
務
局
で
「
住
所
」
「
氏

名
」
な
ど
記
載
し
、
傍
聴
券
を
発

行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

共産党区議団の条例提案
①介護保険料負担軽減条例

１～３段階の方の保険料実質ゼロへ

②生きがい奨励金支給条例…

70歳以上の年一回5000円支給

③高齢者入浴事業実施条例…

ふろわり200の回数を週１回を２回に

④学校給食費助成条例…

小中学校の給食費を無料に

⑤小中学校入学準備金条例…

小中学校入学時の準備金支給

⑥子ども医療費条例…

子ども医療費の無料化を18才に拡大

⑦住宅リフォーム助成条例…

区内業者実施のリフォーム費用の20

％に補助

⑧学童クラブの運営に関する条例改正

学童クラブの時間を朝8時30分開始に

以上８件の条例を提案、２月１９、

２０日の委員会で審議されます。



低学年 高学年 合計 延長申込

四峡小 75 ― 75 14

五峡小 42 ― 42 ―

七峡小 48 2 50 8

大門小 15 0 15 ―
南千住第１・第２ 74 3 77 ―

南千住四丁目 61 ― 61 ―

汐入 76 17 93 ―

二瑞小 64 ― 64 13

汐入小 93 （3） 96 ―

二峡田小 40 ― 40 ―

九峡田小 23 ― 23 ―

花の木 42 8 50 ―

峡田 50 4 54 ―

三峡田小 22 ― 22 ―

赤土小 58 ― 58 ―

尾久 18 3 21 ―

東日暮里 31 6 37 ―

六日小 29 2 31 7

二日小 49 (１) 50 ―

西尾久 55 0 55 7

２０１５年度学童クラブ申し込み状況

新
年
度
か
ら
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

入
所
は
、
４
年
生
以
上
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
総
合
プ
ラ
ン
」

実
施
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
７
時
ま
で

の
延
長
保
育
も
行
い
ま
す
。

現
在
の
申
し
込
み
状
況
（
下
記
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
屋
地
域
で
は
、
延
長
保
育
は
、

総
合
プ
ラ
ン
実
施
の
四
峡
小
、
七
峡

小
各
学
童
ク
ラ
ブ
で
実
施
、
い
ず
れ

も
多
く
の
延
長
希
望
が
あ
る
よ
う
で

す
。
「
に
こ
に
こ
す
く
ー
る
」
が
あ
っ

て
も
延
長
保
育
が
あ
る
の
で
学
童
ク

ラ
ブ
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
門
小
学

童
ク
ラ
ブ
は
、
「
に
こ
に
こ
す
く
ー

る
」
実
施
校
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

申
し
込
み
が
減
っ
て
い
ま
す
が
、
延

長
の
実
施
を
行
っ
た
場
合
、
保
護
者

の
対
応
が
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。子

ど
も
た
ち
の
放
課
後
の
時
間
を

安
全
で
豊
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
増

設
や
必
要
な
対
策
を
求
め
る
と
と
も

に
、
時
間
延
長
も
全
ク
ラ
ブ
で
の
実

施
が
急
が
れ
ま
す
。

保
護
者
の
要
望
に
応
え
朝
の

開
所
時
間
改
善
も
緊
急
に
…

夏
休
み
な
ど
の
「
朝
の
開
所
時
間

も
８
時
30
分
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
議
会
へ
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
か
ら
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

多
数
会
派
の
賛
成
で
採
択
し
て
お
り
、

早
期
の
実
現
を
求
め
て
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
も
「
に
こ
に
こ

す
く
ー
る
」
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
あ
っ
た
充
実
こ
そ
豊
か
な

子
ど
も
の
成
長
と
安
全
確
保
を

保
障
す
る
道
で
す
。

１、震災対策について
①防災と調和のとれたまちづくりを推

進していくため、建売住宅も含めて開

発にあたっては、周辺地域との安全面

での調和を求めるとともに、建坪率を区内一律全域８０％にした

ままで良いのか検証すべき。

②防災と調和のとれたまちづくりを進めるために路地状敷地への

重層長屋建設を規制するなど安全性に問題のある開発行為を未然

に防ぐ対応を行うこと。

③区の建物耐震化率の目標９０％達成期限まで後１年に迫ったが

その進捗状況を問う。また町屋４丁目をはじめ危険度の高い地域

では、非耐震住宅・アパートなどの戸数や分布などきめ細かい分

析による実態にあった対策を行うこと。全区的な耐震化率達成の

ため耐震化工事９０％助成を全区に拡大すること。

④防災行政無線の戸別受信機設置やシステム全体の改善とその検

討状況を明らかにすること。

⑤家具転倒防止支援事業の補助額をせめて一回１万円から３万円

程度に引き上げるなど拡充するとともに、感震ブレーカーの設置

補助をあらたに創設すること。

⑥「一人の犠牲者も出さない」対策の中心的柱の一つとして、医

療、介護、福祉のネットワーク構築を位置づけること。

２、子どもの貧困対策について
①区として政府に対し、子どもの貧困削減の数値目標を持つとと

もに、給付型奨学金や児童扶養手当の改善など行うよう強く求め、

実現に向けた具体的働きかけを行うこと。

②子どもの貧困対策を進める第一歩として、区内の子ども貧困の

実態を出来る限り把握し、その削減のための計画を具体化するこ

と。また、中卒後から１８才に

至る全ての子どもを把握し、そ

の間の支援を拡充すること。

③就学援助の基準を緩和し入学

時の準備金なども前倒しで３月

に支給する制度に改善すること。

④学校給食無料化、教材教具の

公費負担拡大などによる私費負

担軽減が、子どもの貧困解決に

有効であると考えるが区の見解を問う。

⑤区として、全ての地域に中高生を含む子どもの居場所をつくる

計画を策定するとともに、場所の確保も行うこと。

３、産業振興について
①製造業、商業と続いた全事業所調査を全産業分野で速やかに行

うとともに、小規模企業振興基本法の理念に基づく区としての産

業政策を策定すること。

②当面、区内の仕事おこし、消費喚起のため、住宅リフォーム助

成を地域住民生活等緊急支援交付金も活用して実施すること。

③区内の小零細事業者に工事、物品購入含めて発注するために、

小規模工事等契約希望者

登録制度を創設すること。

④設計労務単価が引きあ

がったが、現場には及ん

でいない。速やかに公契

約条例制定の検討を行う

こと。

横山幸次区議が行う質問の要旨です。地域の実態や区民の

みなさんの声をしっかりと区政に届けてがんばります。


